
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3003 

令和５年度 工業科 
 

教科 工業 科目 
理工学基礎 単位

数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 「工業化学１」 （実教出版） 

副教材等 工業化学 1･2演習ノート 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

理工学科で学ぶための基礎となる知識を習得し，工業化学，化学工学と連携できる知識を身に

つける。 

 
２ 学習の到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことを通じて，化学工業の発

展を担う職業人として必要な資質・能力を育成することを目指す。 

 

（1）工業化学について化学の概念や原理と化学工業との関係を踏まえて理解するとともに，関連す 

る技術を身に付けるようにする。 

(2) 工業化学に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対 

応し解決する力を養う。 

（3）材料や化学製品を製造する力の向上を目指して自ら学び，化学工業の発展に主体的かつ協働 

的に取り組む態度を養う。 

 

・化学工学・実習などとの関連にも留意する。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

工業化学に関する材料や

化学製品を製造する基礎

的・基本的な知識と技術を

習得するとともに，安全や

環境に配慮しながら，それ

らを活用して実験，実習な

どを適切に計画する力を身

に付けている。 

工業化学に関する事象に

課題を見いだし，それらの現

象や事象を論理的に考え，総

合的に判断し，適切に考察す

るとともに，その成果を的確

に表現する力を身に付けて

いる。 

 

工業化学に関する材料や

化学製品を製造することに

興味・関心を持ち，物質の

性質や変化，化学の基礎理

論の理解および化学工業に

関する諸問題の解決を目指

して，主体的に学習に取り

組もうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

学 

期 

 
 

序
章
・
第
１
章 

人
の
暮
ら
し
と
化
学 

１．人の暮らしと化学 

１節 物質 

２節 元素と原子・分子・

イオン 

３節 原子の構造と電子配 

  置 

４節 物質を表す式 

５節 化学結合 

a: 物質の構成元素やその表し方

と原子の構造やその性質や化学

結合に関する基本的な概念を理

解している。 

b: 身近な物質について，分類や

構成元素について考え，適切に

元素記号や化学式などの扱い

方を判断できる。 

c: 物質を構成する基本粒子であ

る原子，分子，イオンや化学結

合に関心をもち，物質の構成と

特性について意欲的に取り組

んでいる。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考査 

授業課題 

授業観察

提出物 

 

２ 

学 
期 

                              

３
学
期 第

２
章 

 

物
質
の
変
化
と
量 

２．物質の変化と量 

１節 物質の変化 

２節 化学反応式 

３節 化学式と物質の量 

４節 水と空気 

  

 

a: 物理変化，化学変化を事例と

ともに理解し，化学変化など化

学反応式を用いて水の性質や

空気の組成を理解している。 

b: 溶液に関する基礎的・基本的

な知識と，その利用技術につい

て適切に判断し，的確に表現で

きる。 

c: 水溶液などの性質や利用な

ど，コロイドについて関心をも

ち，その特性や利用について内

容の理解に意欲的に取り組ん

でいる。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考査 

授業課題 

授 業 観 察

提出物 

第
３
章 

溶
液
の
性
質 

       

４
章 

      

た ４
章 

３．溶液の性質 

１節 溶液とその性質 

 ２節 コロイド 

  

 

 

 

 

a: 水溶液の調製や凝固点降下・

コロイド溶液など，水と溶液の

性質について理解している。 

b: 酸と塩基に関する知識を活用

して，工業や環境保全に役立て

ることができる。 

c: 水や希薄溶液・コロイド溶液

などの性質を正しく捉え，それ

らの基礎的な現象について判

断できるように，意欲的に取り

組んでいる。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考査 

授業課題 

授業観察

提出物 
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３ 

学 

期 

  
 

第
４
章 

 

酸 

と 

塩 

基 

 

４．酸と塩基 

１節 酸と塩基 

 ２節 水素イオン濃度と

pH 

 ３節 中和と塩 

 ４節 中和滴定 

a: :酸と塩基に関する酸性を示

す物質である酸と塩基性を示

す物質である塩基について理

解をしている。 

b: 酸と塩基に関する知識を活用

して，工業や環境保全に役立て

ることができる。 

c: 酸・塩基や中和反応に関心を

もち，それらを日常生活と関連

づけて，意欲的に取り組んでい

る。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考査

授業課題 

授業課題

提出物 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 


